
152 ドームふじ観測拠点における高層気象・放射・雲の観測

続くダイヤモンドダストを見，平均で20。Cを超える俗

世間にはない気温逆転層を観測していると，「もう1

度」という気持ちもあった．
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1999年度秋季大会「スペシャル・セッション」のテーマ募集

　1999年度秋季大会（福岡，11月下旬の予定）におけ

るスペシャル・セッションのテーマと世話人を募集し

ます．スペシャル・セッションにおいては，世話人と

講演企画委員会との協議のもとに，通常のセッション

編成の枠にとらわれない企画ができます．具体的な実

施方法については「天気」1994年2月号（78ぺ一ジ）

をごらん下さい．なお，申込テーマの重複や総数によっ

ては講演企画委員会で調整をする場合もありますの

で，ご了承下さい．

　応募される方は，下記の事項を期限内にお知らせ下

さい．

1．セッションのテーマ

2　趣旨説明（400字程度）

3．世話人およびその連絡先（予稿コピーの送付先住

　　所を明記のこと）

以上は秋季大会告示（「天気」6月号予定）の際に掲

載されます．

申込先：〒305－0052茨城県つくば市長峰1－1

　　　　　　　　　　気象研究所　予報研究部内

　　　　　　　　　　講演企画委員会（小泉　耕）

申込期限：1999年4月21日（水）必着

102 “天気”46．2．


